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携帯用会話補助装置で話す仲間たち 

トーキングエイダーズ 
 

 

 

取材の趣旨説明の後、リーダーの野口さん「ミ

ンナ ワカリマシタカ？」の問いかけに、「ハイ」

「はい」「ﾊｲ」と機械音の声が返事が続く。 

メンバーの皆さんにトーキングエイド（携帯用

会話補助装置）の使い方と、機能改善等の要望、

エイダーズとして訴えたいことをインタビュー

しました。 

 

 

黙々と自己紹介が始まった 

自己紹介をお願いしたところ、ピッピッと機械

音だけが鳴り響き、打ち込みが始まりました。最

初に野口さんの自己紹介。 

「のぐちとみこ
野 口 富 子

です。 

つか
使

いはじ
始

めて２３年です。」 

 
代表の野口富子さん 機種＝トーキングエイド（タムラ製） 

次の人が話すまでに１分。７名のメンバーに一

通り発言してもらうまでに 10 分以上かかりまし

た。想像していたよりも時間がかかる印象です。

皆さんに併せて使用年数を尋ねました。 

野口富子さん 23年 打鍵式 

渡辺全孝さん 22年 スキャン式（頬SW） 

服部美香さん 21年 打鍵式 

加藤三千代さん 19年 打鍵式 

吉村耕二さん 19年 打鍵式 

若松泰宏さん 13年 スキャン式（顎SW） 

白井孝幸さん 半年 スキャン式（膝SW） 

19 歳の白井さんは 10 月に新しくメンバーに

なったばかりだそうです。 

時々文字入力音とは別に「ピピピ」という連続

音や「はい」という声が聞かれ、呼ばれたような

気がするので、思い切って聞いてみました。 

編集部：「ピピピ」と鳴ったときに呼ばれたと考

えたらよいのでしょうか。「はい」の声に

反応したらよいのかな。 

野口：そうですね。「はい」と呼ばれてから来て

もらった方がよいと思います。 

実はこの時、「そうですね」が前置きの言葉と

気付かず、「そうですね、はい」と呼ばれてから

来てほしいと受け取っていました。イントネーシ

ョンと間の受け取り方が、難しいっ！ 

こんなふうにぎこちないインタビューが始まり

ました。野口さんは打ち込みが早く、仲間の発言

を補足して、いろいろ教えてくれます。 

インタビューが始まってから気付いたのです

が、いろいろなタイプの会話補助装置があります。

機種や形状もさまざまですが、キーボードを打鍵

する人、スキャンする文字盤を頬や膝のスイッチ

を押して文字を入力する人、ディスプレイいっぱ

月２回、金曜午後、サマリアハウスで活動
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いに漢字を並べて文字を選択している人、みなさ

ん自分にあったやり方を選択しています。 

すべての機種が漢字対応ではなく、漢字対応の機

種でも変換機能はないとのこと。まるで昔の和文

タイプで文字を拾う感覚で、なおかつ漢字が表示

されるディスプレイと漢字を選ぶキーボードの刻

印（ひらがな）が異なり、入力は難しそうでした。

それでも野口さんはすいすい入力するので驚きで

す。 

※「オートスキャ

ン」は、キーを押

すことなくスイ

ッチひとつで簡

単に操作できる

入力機器です。文

字が順番に点灯

していき、希望の

文字が点灯した

ときにスイッチ

を ON すること

により、その文字

が入力されます。

スイッチは、僅か

な動きで作動す

る「触覚センサ

ー」など、使用者

の状態に選択す

ることが可能。 

 

新しい機種では漢字変換機能のものがあるらし

いが、「重たいから」と敬遠されているようです。

ケータイでもあんな小さな機械の中で賢い文字入

力ができるのに、会話補助装置では進化していな

いらしい。ケータイと会話補助装置のどちらが早

く入力できるか聞いてみました。 

加藤：早く打てるのはトーキングエイドだけど、

早く伝わるのはケータイかな。 

ケータイの場合は用件（文章）を予め登録して

おいて、状況ごとに必要な用件を呼び出して相手

に見せることで、たくさんの情報を早く伝えるこ

とができるそうです。加藤さんと白井さんがケー

タイ用アプリ「ハートチャットｉ」を併用してい

ます。白井さんは膝スイッチを差し替えて、ケー

タイ入力にも使っているそうです。 

加藤：ボタン式（キーボード打鍵）の人は会話補

助装置の方が早く、スキャン式の人はケー

タイの方が効率よく入力できます。 

 
白井孝幸さん＝レッツ・チャット（スキャン式）＋膝SW 

エイダーズの中で最も若い19歳はケータイも手放せない 

 

ケータイ＋ケータイアプリ「ハートチャット i」を併用し 

状況ごとに登録してある用件を相手に見せることで伝える 

トーキングエイダーズの歩み 

エイダーズが誕生したきっかけは、2001 年、

彼らが通所するサマリアハウス・デイセンターに、

ある療護施設からかかってきた「歯医者に行きた

いのでトーキングエイドを貸して欲しい」という

１本の電話からでした。入所施設の言語障害者に

は日常生活用具であるトーキングエイドが給付さ

れません。日常生活用具は在宅生活の人へ給付さ

れるものという制度上の理屈です。それを聞いた

仲間たちが怒りました。「おかしいじゃん」「施設

の言語障害の人はどうすればよいの？」等々。当

時デイセンターにはトーキングエイドを使用して

いる仲間が７～８人おり、彼らの思いが結集して

発足しました。 

現在エイダーズは、月に２回、金曜日の午後に

話し合いを開き、様々なイベントの企画や行政へ

の働きかけを行っています。トーキングエイドの

機能の理想像を話し合い、盛り上がる時もあるそ

うです。 

2003年には施設入居者に対する日常生活用具
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給付の制限の撤廃を求める要望書を厚生労働省に

提出し、2004年には 2050人から集めた署名と

ともに再び厚生労働省に要望書を提出しました。

また、サマリアハウスで合宿を行ったり、名古屋

市内のデイサービスを回り、仲間づくりに励んで

いるそうです。 

2005年は千葉工業大学から「脳性麻痺の方や

ＡＬＳの方など多くの発話障害をもった方々が、

どこでもスムーズにコミュニケーションがとれる

ような携帯型意思伝達装置を開発していきたい」

と機器開発の協力依頼があり、エイダーズの励み

にもなったそうです。研究機関やメーカーとも連

帯し、コミュニケーション機器をより使いやすく

していきたいというのがエイダーズの望みです。 

2006年には、地域との交流行事である「わだ

ちまつり」で、トーキングエイドを使ったジャン

ケン大会を初の試みとして行い、一般のお客さん

に実際に触れてもらいました。 

2007年は、鎌倉の市議会議員千一氏をお招き

して懇親会。第 22 回リハ工学カンファレンス名

古屋大会にて発表。その年の暮れから翌年７月ま

でハートチャットモバイル（現ハートチャットｉ）

のモニターに協力しました。 

2008年は、以前出掛けて行ったデイサービス

に再度出向き、２ケ月後、そのデイサービスから

トーキングエイドを使用している人たちが来所し

交流を深めました。 

2009年も新聞に掲載されたり、看護学校への

講演のほか、第 2４回リハ工学カンファレンス所

沢大会で発表しました。 

携帯用会話補助装置に望むこと 

野口：初代トーキングエイドから比べると、いろ

いろ機能は進化していますが、進化し過ぎ

てかえって使いにくいところがあります。 

トーキングエイドＩＴや、トーキングエイ

ドライト等は操作をする度に、いちいち音

声が出ます（打鍵したキーに対応した文字

音が出るほかに操作機能の音も出る）。こ

れは電話をかける時などにすごく不便で

す。一方で操作機能の音声が出ないと困る

という人もみえるので、クリック音と文字

音１・文字音２という様に３種類から選べ

るにしてもらいたいです（現在クリック音

と文字音の２種類しかないので）。 

私の場合トーキングエイドの漢字モードを

使って、こんな使い方もしています。 

延長コード→えんちょうコード＝円町校土 

予約をお願いします＝よ役をおね害します 

自家用車→じかようしゃ＝時火曜者 

携帯用→けいたいよう＝けい体曜 

最近→さいきん＝才金 

こうする事により、文字数も減り打つ回数や

時間も少なくなります。ただ漢字の位置を覚

えておかなくてはいけませんが。 

 
トーキングエイドの漢字モード＝五十音のひらがなキーを押すと

それに対応したキーを押すとその漢字が選択される 

 

若松：発光式のスキャン盤を屋外でも見やすい液

晶画面にしてほしい。小型軽量化にもつな

がると思う。今のはとにかく大きいので、

車いすで使っていたのを、ベッドに移り使

う時が大変です。できれば、携帯ぐらいの

大きさになるとよいと思います。 

 
若松泰宏さん＝トーキングエイド＋オートスキャン＋顎SW 



 BY みずたに  

 

 - 4 - 2009.12.20 №103 AJU福祉情報誌 

個々にあった文字配列、スキャンパターンを

自分で設定できるようにしてほしいです。早

く伝えたいとき、焦れったさを感じるので、

場面によって「はい」のキーを先頭にしたり、

最後にしたりできるとスムーズな会話がで

きると思います。 

またバッテリーの残量を気にして使わない

といけません。長時間使う時は介助者に頼ん

でこまめに電源を消してもらっています。バ

ッテリーが切れてしまい、本当に使いたいと

きに会話をできなくなるからです。センサー

で電源の ON／OFF の切替ができると助か

ります。 

早く自分の想いを伝えたいので、ケータイの

推測候補のように、以前に使った単語を選べ

るとよいと感じます。「さっきもこれ言った

だろ、また、同じ言葉を打つんかよう」とい

う時があるのです。ケータイと合体させて電

話でも使えると、もっと世界が広がる気がし

ます。何か用のある時、遠くの人を呼べる機

能があれば、なにかと安心で必要不可欠な機

能ではないかな。 

最後に一つ、こういう機器は作りっぱなしで

なく、実際に使っている人と直接意見交換で

きるようにしてもらいたいです。その方が良

いものを作れると思います。 

 
渡辺全孝さん＝トーキングエイドα＋オートスキャン＋頬SW 

渡辺：旧型の方が音質がよいので旧型（トーキン

グエイドα、’94 製造中止）を使い続けて

います。交換部品がないのでバッテリーが

壊れたら終わりです。 

服部：私は思っている事や考えている事を、すぐ

にはトーキングエイドを使って伝えること

ができません。カードを見てトーキングエ

イドを打つ練習をしています。 

要望としては、 

・単語単位で出てくると良い。 

・手帳型で音が出ると良い。 

既製品だけでは難しい人たちがいます。車い

すにオーダーメイドがあるように、ユーザー

の個別な状況に合わせて機器を開発してほ

しい。 

 
服部美香さん＝トーキングエイドライト 

吉村：トーキングエイドでパソコン機能の搭載さ

れている物を作って欲しい。 

日光によって液晶が焼けないようにしてほ

しい。また、ソーラーパネルで充電できる

ようにしてほしいです。 

加藤：私が提案したいのは、絵文字やマークで気

持ちを表現できる機器の開発です。「嬉しい」

とか「めちゃ嬉しい」とかを絵文字や顔文字、

マークにするといっぺんに伝わるからです。 

音量についても、屋外で話すときにはもっと

大きい音とか、逆に内緒話ができるようなよ

り小さい音とかが欲しいです。抑揚とか音の

高さも、もう少し段階を増やすか聞き取りや

すいようにして欲しいです。読み上げ速度を

変えられるのですが、速くすると抑揚がおか

しくなるのでそれも改善して欲しいです。 

また、「文字音」設定すると本文だけでなく、

余計な機能キーの言葉までも入ってしまう

から、設定により付けたり、なくしたりでき

るといいかなと思います。 
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音声については、好きなタレントさんの声、

たとえば天海祐希さんとか中森明菜さんと

か、男性なら大沢たかおさんとか竹野内豊さ

んとかの声を使えないでしょうか。あるい

は、自分の声をサンプリングして使えないで

しょうか。どの機器からも同じ声ではおおぜ

いで話をすると、誰が話しているのかも分か

らないのです。皆さんと同じように自分の声

を持ちたいです。 

また、メイン画面をカラーにしてもっと分か

りやすくして欲しいです。白黒では分かりに

くいと思います。 

さらに、漢字が使えると感情も豊かに表現で

きるし、文字数だって少なくてすむから漢字

変換機能が付くと助かります。さらに、コピ

ーと移動の機能がついたら、打つ手間が減っ

てありがたいです。 

 
加藤三千代さん＝ボイスキャリー・ペチャラ 

他にも携帯電話の入力みたいに、「あ」と初

めの１字を打てば（「ありがとう」、とか）

そのあとの言葉が出てくるようなもの。トー

キングエイドの中にはその機能がついてい

るものもあることはあるのですが、もう少し

機器の重さも価格も考慮して欲しいと言う

ことです。 

文章の保存も問題です。今ある機器は短い文

章しか保存できません。3000文字ぐらいの

文章も保存できるようにして欲しいです。私

たちの生活の中でちょっとした
．．．．．．

おしゃべり

だけではなく、まとまった
．．．．．

話をするという場

面もあるのです。 

 
吉村耕二さん＝トーキングエイド（タムラ製） 

携帯電話でメールを書いて送信するときフ

ァイル名を作らなくても一時保存ができま

すよね。そうした機能も欲しいです。 

文章はＳＤカードに保存できますが、保存し

たファイル名を覚えていないといけないと

いう点と、覚えていても入力に時間がかかる

という点での不便さも解消して欲しいです。 

ボイスレコーダー（録音）機能も欲しいです。

今ある録音機能は、挨拶程度の録音しかでき

ません。会議や話し合いのとき、入力してい

るうちに話が進んでしまってついていけな

いことがあり、いったい何が話されたのだろ

うと思うことが多いからです。 

こうした機能は、携帯電話では実現してきて

います。会話補助装置にはなぜ、今の時代に

合った機能を付けることが難しいのでしょ

うか。携帯電話にできて、携帯用会話補助装

置にできないのはおかしいと思います。 

ちなみに、私の携帯電話は 2 万 6 千円で買

いました。携帯用会話補助装置では10万円

を超えるものもあります。価格と機能（価値）

が見合っていません。 

携帯電話では、楽しく遊んでいると知らない

うちに操作に慣れて使いこなせるようになり

ます。携帯用会話補助装置にも、楽しんで使

い続けられるような遊び心が求められます。 

エイダーズとして訴えたいこと 

加藤：私たちは、言語障害だけでなく、手の障害、

足の障害もあり、そのために健常者の価値

観に合わせられた機器を使わされることに
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なっています。 

制度や規制がある中で技術者さんも苦労し

てみえると思いますが、一人ひとりのユー

ザーに合わせたものを開発するよう心がけ

ていただきたいと考えます。 

コミュニケーションが図れないと、社会か

らも孤立してしまうことになるし、身近な

人間関係でもトラブルとかになりやすく、

相手との関係が悪くなって、孤独になって

しまうこともあるからです。不自由なくし

ゃべれる人と比べて、すぐ伝えることがで

きないから、かなり損をしていると思うの

です。障害を持つ身だからこそ、より便利

なものが欲しいと思いますし、使う権利も

あると思います。 

すぐ伝えたい気持ちは誰でもあると思いま

すが、すぐ伝わらないのが、私たち言語障

害者や聴覚障害者です。ですから、話の流

れについていけない時があります。 

会話補助装置を使った会話では、自分が入

力しているうちに相手が離れてしまうとい

う場合があります。理解してくれる人しか

話すことができず、社会から孤立してしま

うことになります。そうやって世の中に参

加する機会が奪われていると感じます。 

野口：今後も引き続き厚生労働省への働きかけも

しながら、コミュニケーションの重要性や

言語障害を持つ人たちの現状を把握し、何

らかの形で多くの広い方々に問題を提起し

ていきたいと思っています。 

加藤：エイダーズをはじめた時からの念願があり

ます。それは携帯用会話補助装置（トーキ

ングエイドなど）が日常生活用具から補装

具扱いになることです。 

これまでも署名や要望書を厚労省に届けた

りしましたが、行政の人は動いてはくれま

せん。なぜ補装具として認められないので

しょうか。 

私たちは年金と手当で生活している者が多

く、日常生活用具だと修理代とかもかかる

し、施設にいる人は使えないからです。 

今の言語障害者の置かれてる立場はという

と、ちゃんとしゃべる権利がありません。

普通の人がしゃべるのにお金がかかるでし

ょうか。施設の人には給付されないなんて

おかしいと思います。差別でないでしょう

か。 

 

 

（後半の文章は第 24 回リハ工学カンファレンス障害当事者セッションにおけるトーキングエイダーズの発表原稿をもとに再構成しました）

1990 年４月に自立の家のデイセンターが始まって、３ヶ月目くらいに、ナ

ムコからトーキングエイドを３台寄付してもらいました。 

きっかけは忘れましたが、デイセンターのスタート時、文字盤を使って話す

人が何人かおり、世の中にトーキングエイドがあるじゃんで、ナムコへお願い

したような記憶があります。 

出会いの場としてのデイセンター：「物との出会い」の一環で、話すことを自

分からアクションを起こせる機会づくりとして、トーキングエイドの活用をし

たと思います。それから 11 年、2001 年にエイダーズの発足。施設で使えな

いのは「おかしいじゃん」・・・。 

他の人のことを考えるようになり、アクティブな動きが始まりました。 

よかったー！ 

デイセンター・サマリアハウス施設長 淺井貴代子

か っ た ～ ！ 



 トーキングエイダーズ 
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携帯用会話補助装置のいろいろ（一例） 

 
トーキングエイドα（1994年製造中止） 

 
トーキングエイド(タムラ製、2005年製造中止) 

 
トーキングエイド IT 168,000円（非課税） 

 
トーキングエイドライト 125,000円（非課税） 

 
ファンコム製 

レッツ・チャット 125,000円（非課税） 

 
パシフィックサプライ製 

ボイスキャリー・ペチャラ98,800円（非課税） 

 

トーキングエイドの変遷 

機種特徴  
機種名 

ロゴ 本体色（形） 
販売期間 

初代(旧)トーキングエイド TALKINGAID 白（横長） 1985年 12月～1988年 2月

トーキングエイドα TALKINGAIDα 黒（横長） 1988年 3月～1994年 4月 

トーキングエイドαⅡ TALKINGAIDαII 茶色（横長） 1994年 5月～1999年 11月

トーキングエイド(タムラ製) TALKINGAID アイボリー（横長） 1999年 12月～2005年 5月

トーキングエイド IT talkingaid グレーまたはオレンジ（横長） 2003年 11月～現在 

トーキングエイドライト TALKINGAID LIGHT 白（正方形） 2005年 5月～現在 

 


